
土岐市まちなか居住に向けたポテンシャル調査業務
サウンディング調査及びアンケート調査の結果

1. 土岐市駅周辺の住宅需要の有無

土岐市駅周辺において多様なポテンシャルを探るため、多岐に渡る業種を対象にサウンディング及びア
ンケート調査を実施
• 不動産・住宅メーカー 8社（サウンディング3社、アンケート5社）
• ゼネコン 8社（サウンディング3社、アンケート5社）
• ディベロッパー 5社（サウンディング2社、アンケート3社）
• ⾦融機関 3社（サウンディング2社、アンケート1社）
• その他※ 9社（サウンディング4社、アンケート5社）

※地元企業、地元団体・NPO、商業コンサルタント、総合商社
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 土岐市駅周辺における住宅需要については、65.6％がある（ある＋少しある）と回答

ある
• ＪＲの交通利便性は⾼い。愛知県や多治⾒市に⽐して地価が安い（⾦融機関）
• 中央線の駅利⽤可能、他地域住⺠からは駅を中⼼ととらえている（不動産・住宅メーカー）
• 今後の駅周辺の活性化の核として住宅整備は必要不可⽋（デベロッパー）

少しある

• トヨタ⾃動⾞従業員向けへなど通勤⼿当の範囲内であり、価格の安さから需要があると考え
る（不動産・住宅メーカー）

• アウトレット等集客性の⾼い施設へのアクセスが良好な位置にあり、県内や瀬⼾・豊⽥など
市外に勤める⽅のベットタウンとして魅⼒的（ゼネコン）

• 駅直結であれば住宅需要はあるが、住宅だけではにぎわいは⽣まれない（ゼネコン）
• どの地⽅都市でも⼾建て住まいで⼦供が独⽴している⾼齢者層は⽣活に課題を感じられてい
る⽅も多く、買い替え、住み替え需要はある（デベロッパー）

どちらとも
いえない

• 現状では魅⼒は少ない。ただ利便性は⾼いので、今後の開発次第では住宅需要は⾒込める
（ゼネコン）

• この場所に移住しようという魅⼒に⽋けている（その他）
• まちなか居住するための魅⼒的な機能・利便性・回遊性を構築することが必要（その他）

あまりない
• 名古屋への所要時間を⻑いと感じる⼈が多いと思われる（ゼネコン）
• 開発できるまとまった土地を作り、そのエリアからの交通網を充実してほしい（不動産・住
宅メーカー）

ない
• 産業や商業の活発なイメージがなく、⼦育て世帯や若者の流⼊者が少ないと感じる（デベ
ロッパー）

• ハザードがあると⺠間の投資意欲が落ちるため、市街地ではあるがハザードマップ上厳しい
（デベロッパー）

住宅需要がある／ないと回答した理由

2. 住宅需要を⾼めるために重要と思われる
機能
 住宅需要を⾼めるためには、飲⾷や⽇⽤品な
どの商業機能、⼦育て支援機能が必要
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不動産・住宅
メーカー

• １ha以上の土地があることが開発の条件
• 進学率の良い中学校や、スポーツの強い⾼校などがあることが、住宅需要に影響する
• 駅南側から国道19号へのアクセスが改善されると良い
• 大型商業施設のみならず、汚染や音・匂いなどの⼼配のない工場以外の大型企業（アスク
ル等の倉庫や店舗）誘致を⾏い、働く⼈を誘致し住⺠を増やす

• 駅前も営業エリアではあるが、土岐プレミアム・アウトレット周辺の土地の⽅がまとまっ
た土地を確保でき、周辺に開発可能な森もあるなど、住宅地として魅⼒的

ゼネコン

• 他の市町村にはない特徴的な取組みも重要
• 土岐市⺠以外で駅を利⽤する⼈が想定しづらい
• 駅と川でまちが分断されている
• 道が狭く動線もわかりづらいため区画整理が必要
• 土地も安い郊外の⽅が住宅地として魅⼒があるが、それでは持続可能なまちづくりと⾔え
ないため、⾼齢者も住みやすいまちづくりを考慮すると駅前への集約は必要

デベロッパー

• 地⽅部の線路は川と同じでまちを分断する。JRの線路と土岐川に囲まれた土岐市駅周辺
は、そもそもの地理的条件から発展しにくい

• PFI事業やPPP事業は⻑期投資になるため、投資する対象や地域にそれなりの将来性があ
ることが条件

• ⺠間だけの投資は想定しづらいため、官⺠が双⽅でリスクをとって投資する⼿法が相応し
い

⾦融機関
• 駅前に市内各地の歴史資源や郊外のアウトレットなどの情報発信ができる観光案内所があ
るとよい

• 駅前の将来ビジョンが必要
• 官⺠が参加するまちづくり協議会が必要

その他

• 駅前にいつでも誰もが⼊りやすい居場所となるものをつくる等、駅周辺の魅⼒向上が必要
• まちなか居住するための魅⼒的な機能・利便性・回遊性を構築することが必要
• 住宅機能よりも⼦育て世帯や学⽣が集まれる広場などのスペースや、⼈気の⾼いテナント
を駅前に誘致すべき

• 空き家・空き地に魅⼒的な施設・空間を創造する必要があり、まちを回遊する仕掛けづく
りとして商業機能、医療施設、遊戯空間、⾃然体験空間等を点在させるべき

3. 住宅以外で考えられる需要
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4. その他コメント

 土岐市駅周辺で住宅以外に考えられる需要と
して、店舗、ホテル・旅館、遊戯施設が求め
られる





※使用している写真はイメージです



まちづくり基本方針案をもとにした土岐市駅周辺の整備構想案
 案① 拠点整備案 ⇒ 土岐市駅前と図書館・隣接する公園等を整備することで、核となる拠点を整備し、それらの面的な広がりで賑わいを生み出す構想案

※使用している写真はイメージです



まちづくり基本方針案をもとにした土岐市駅周辺の整備構想案
 案② プレイスメイキング案 ⇒ 駅周辺に点在する市有地や民有地、空き家等既存の地域資源を活用し、各地に「プレイス」となる居場所づくりをすることで、エリア全体を更新していく構想案

※使用している写真はイメージです


